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STAND UP 高校生！ 
(12月21日)
　米原公民館で、米原高校の生徒と市内在住の高校生

19人が

米原市の魅力や課題について話し合いました。 

　これは、市が取り組むシティセールスプラン策定に
向けた

調査の一つとして開かれたもので、市の将来を担う若
者が日

常生活の中で感じている意見を聞くことを目的として
います。 

　この日高校生は、滋賀県住みます芸人「ファミリーレス
トラン」

の司会による楽しい雰囲気の中で意見を交換しまし
た。市の

好きなところは「伊吹山など自然が多い」や「新幹線が
停まる」、

嫌いなところは「店が少ない」「本屋がほしい」「出かけ
る時は、

いつも家族の送迎が必要で、交通の便をもっとよくして
ほしい」

など、さまざまな意見があがりました。 

スクールガード用蛍光ベストを寄贈いただきました
 

(12月24日)
　米原市建設組合から、市にスクールガ

ードが着用する蛍光ベスト

50着を寄贈していただきました。 

　安全に関わる取組に貢献したいという
建設組合の思いから、今回

の寄贈となりました。 

　蛍光ベストの着用により、通学路のパト
ロール等を行うスクールガ

ードの活動が市民にとってさらに見える
形となり、子どもたちが安

心して登下校できるものとなります。ま
た、子どもの見守り活動が地

域防犯活動となり、犯罪の抑止力につな
がるものと期待できます。 

　この日は、山形定三 組合長から平尾市
長にベストが寄贈され、平尾

市長は感謝状を贈呈しました。 

　いただいたベストは市内各小学校で登
録されているスクールガー

ドのみなさんに配布し、活用させていた
だきます。 

近江庁舎の前庭の松を剪定 （12月24日） 
　米原市シルバー人材センターの葉刈り剪定グループの10人が、市役所近江庁舎の前庭の松と樹木の手入れを行いました。 　近江地域のグループのみなさんが今回ボランティアで作業を行っていただくことになり「松も種類によって、十人十色の手入れが必要」と慎重に全体の形に気を配りながら剪定作業を進めていました。手入れの終わった前庭の松は、およそ３年ぶりに立派な松となり気持ち良く新年を迎えることができました。 
　葉刈り剪定グループのみなさんは、市内の一般家庭や事業所からの依頼を受けて葉刈りを行い、年３回の講習会を受講。技術を教え合いながら楽しく作業をされています。 
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